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児童館等におけるアンケート・ワークショップの実施について（依頼） 

 

平素より、本市の子育て施策の推進に格段の御協力をいただき、ありがとうございます。 

さて、先月にお知らせいたしました標記の件について、改めて詳細をお示しさせていた

だきます。 

 お忙しい中恐れ入りますが、御協力のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

記 

 

１ アンケートについて 

別添「居場所や過ごし方等についてのアンケート」を実施いただきます。 

⑴ 実施施設 

市内の児童館１２９箇所、学童保育所１２箇所（以下「児童館等」という。） 

⑵ 対象者 

児童館、学童クラブ（自由来館含む。）を利用する子ども 

※ 人数、年齢は問いません。 

 ⑶ 実施方法 

各施設で保有しているタブレットを使用して実施。 

※ アンケートフォームは、本市が作成（Googleフォームを使用）し、後日、 

（公社）京都市児童館学童連盟（以下「連盟」という。）から各施設にお送りし

ます。 

※ 紙アンケートが必要な場合は、連盟からアンケートデータをお送りしますの

で、各施設において印刷をお願いします。 

⑷ 実施期間 

夏季休業中の任意の２週間 

※ 基本的には、７月下旬～８月上旬を想定していますが、各館の状況に応じて、

期間を設定いただいて結構です。ただし、取りまとめや結果分析のスケジュー

ル上、８月２３日（金）までに完了いただくようにお願いします。 

⑸ その他 

・ タブレットで実施される場合、自動で集計されますので、取りまとめ不要です。 

・ 紙アンケートで実施される場合、各施設で取りまとめていただいた後、 

８月２６日（月）までに以下の住所までお送りください。 

 送付先：公益社団法人 京都市児童館学童連盟 冨田宛 

住 所：京都市南区東九条東山王町２７ 元山王小学校北校舎２階 

TEL：075-682-6260 

 

資料５－２ 



２ ワークショップについて 

アンケート結果を踏まえたテーマ設定により、子どもたちと直接対話をする「ワーク

ショップ」を実施します。 

実施場所等については、以下の内容を御参照のうえ、連盟と調整いただきながら、各ブ

ロックで御検討ください。 

⑴ 実施場所 

各ブロック内の児童館等 

※ 会場は児童館等や貸会議室 

※ ブロックは以下のとおり７つに分類 

   １ 北区・上京区・中京区 ２ 下京区・南区 ３ 左京区・東山区 

４ 山科区・伏見区醍醐  ５ 右京区    ６ 伏見区（醍醐以外） 

７ 西京区 

⑵ 実施回数 

７回（ブロック数）～１４回 

   ※ 複数の行政区にまたがるブロックについては、行政区ごとに１回ずつ実施い

ただくことも可能です。 

⑶ 実施期間 

１０月～１１月のいずれか１日（土曜日を想定） 

※ 各ブロックで日程を決めていただきます。 

⑷ 実施予定人数 

複数の児童館等から参加者を募ったうえで、各回２０～３０名程度。 

※ 基本的には、実施場所となる児童館等を中心に、同じブロック内の児童館等  

から複数名ずつ参加者を募ることを想定しています。 

※ 参加者を区分け（小学校低学年、高学年、中学生以上）してグループワークを

実施したいと考えております。 

※ 参加人数は８月３０日（金）までに決定いただき、下記のアンケートフォーム

から御回答ください。 

     アンケートフォーム ⇒ https://forms.gle/B9urtq4VFQLoRkYL8 

⑸ 研修会 

  ・ ワークショップの構築及び当日に全体を統括するファシリテーター、グラフィ

ックレコーディング※は専門家を派遣予定ですが、グループワークを行う際のグル

ープのファシリテーターは児童館等の職員を想定しています。 

     

 

 

  ・ そのため、ワークショップに参加する児童館等の職員を対象に、ワークショップ

の趣旨や流れ、ファシリテーターのノウハウ等をレクチャーする研修会を、 

   ９月２５日（水）及び９月３０日（月）に実施予定です。 

  ・ 研修会への参加職員数は８月３０日（金）までに決定いただき、下記のアンケー

トフォームより御回答ください。  

アンケートフォーム ⇒ https://forms.gle/ydqU1CzLZaNGM3CAA 

※ グラフィックレコーディングとは、議論されている内容はもとより、話している人の感情や

感覚、その場の雰囲気など、言葉だけでは伝えきれない要素を、絵や線、色を使って、リアル

タイムで描き出すことで、議論を分かりやすく可視化する技術を持つ専門家のことです。 

https://forms.gle/B9urtq4VFQLoRkYL8
https://forms.gle/ydqU1CzLZaNGM3CAA


３ その他 

・ 本取組をＰＲするため、報道発表を行う予定です。また、あわせて報道機関に対し

てのワークショップへの取材案内を予定しています。 

ただし、取材案内については、報道機関が参加することで、かえって児童たちが委

縮してしまう可能性があることも考慮し、取材箇所は調整させていただきます。 

 ・ ワークショップへの参加に係る交通費は自己負担でお願いします。 

 ・ 児童の保護者等への説明において活用できる簡単なチラシを、７月下旬頃を目安

に作成予定です。 

 ・ 本取組の結果は、「京都市児童館活動指針」（京都市及び連盟が策定）にも反映させ

ていただきます。 

  

（参考）今後のスケジュール案 

 令和６年 ７月３１日 ワークショップの実施場所・日時の決定 

      夏季休業中 アンケートの実施 

※ ８月２３日までに完了 

※ 紙アンケートは８月２６日までに取りまとめ、送付 

  ８月下旬～９月上旬 アンケートの集計・分析 

      ８月３０日 ワークショップ、研修会への参加人数の決定 

       ９月中旬 ワークショップのテーマ、運営方法等の決定 

  ９月２５日、３０日 児童館等の職員向け研修会の実施 

９月３０日頃 報道発表、報道機関への取材案内（ワークショップ） 

１０月～１１月 ワークショップの実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ先】 

■取組の趣旨に関すること 

 京都市子ども若者はぐくみ局子ども若者未来部育成推進課  

 TEL:075-746-7610  担当：小杉、門脇 

■アンケート、ワークショップの総合的な内容に関すること 

 （公社）京都市児童館学童連盟  

 TEL:075-682-6260  担当：冨田 


